
今さら聞けない＃７４・・「ちょっとの差」と「一歩」  

 
１．故福井社長の教え 
 右掲はトヨタ系販売店時代の大恩ある故福井社長です。私
は、結構、「縁」があったようで、大学３年の就職活動で大手の
会社の面接を受けましたが、病気を患っていたのも手伝って筆
記試験には合格するが面接でダメだったので、ドンドン、応募
できる会社が小さくなるので、逆転の発想で当時不人気職種
の自動車販売店に切り替え、「コンピュータをやりたい」と主張
して飛び込んだ会社だったのです。飛び込んだキッカケは、大
学に自動車で通っていたら、ある日、ビルの外装が変わってい
る会社と気になっていたのです。  
 このような縁あって入社しましたが、福井社長はよく「人生は
ちょっとの差の積み重ねだよ」とおっしゃっていたのです。ご自
身は、戦後、玩具問屋から外車販売さらに「これからは国産の時代」と日産の販売
店になり、さらに、トヨタがオート店を創る際に「これからは乗用車の時代」と日産に
乗用車取り扱い交渉したが、折が合わず、商業契約に基づいて「トヨタ転換」という
唯一無二の選択をされたのです。大阪の松屋町筋にある玩具問屋の状況を見ると
殆どは廃れており、「儲かっている」時に転換することの非凡さを思います。  
 こんな大決断を繰り返されたのですが、それを「ちょっとの差」とおっしゃるので
す。例えば、私は「コンピュータをやりたい」と言って採用して頂いたのですが、面接
時に長い睨めっこの後「賢いか」と尋ねられただけでした。昭和５０年に、トヨタも社
内も「コンピュータは金喰い虫」という反対の声が高い中、ＩＢＭが発表した世界初の
オフィスコンピュータを「これなら、ポケットマネーで買ってやる」と言って契約してく
れたのです。そして、「クルマが売れるコンピュータ」という永遠の課題を与えてくだ
さったのです。  
 
２．「ちょっとの差」 
 右掲は平成２０年（‘０８年）に電子出版した「ちょっとの
差」の８頁にあるものです。大相撲の世界では毎場所８勝
７敗とひとつ勝ち越しを続ければ関脇になれるのです。
関脇を当時最多記録の２１場所も務め、時津山と並び
「戦後最強の関脇」と言われた方がいましたし、プロ野球
では５勝４敗、つまり、３カードで一つ勝ち越すと５割５分
５厘で優勝争いするのです。  
 「プロ」の世界なので非常に厳しいものがあるのです
が、一つ勝ち越すことが名関脇や優勝争いにつながるの
です。これは、一般でも同じと思います。例えば、ランチで毎回、豪華に千円を支払
う方と質素に６００円程度に抑える方とすれば、１カ月で４００円ｘ２２日＝８８００円の
差が出て、１年では１０５,６００円と差が大きくなるのです。「塵も積もれば山となる」
の格言の通りで、「これ位」という脇の甘さが「心をバブルにする」のです。また、弊社
では、次月の給与振込分を預金に残すようにしたら、僅かですが金利が付くように
なっています。  
 前項の故福井社長は「何事も期日前返済だよ」とおっしゃって、物事を早く進める
ように教えて下さいました。期日前だとシステムではテストを十分に出来るので、納
品の精度が高まり、当たり前ですが喜ばれるのです。私の場合、企画するケースが
多いので「ラフ」を早く提出してイメージの擦り合わせをしています。「ラフ」なので、
早く仕上がり、ほぼ９割がたは完成なので、そのままでＯＫというケースがあります。
「細部に神宿る」と言いますが、ＯＫが出てから微調整すると効率的と実感していま
す。他の方は「切羽詰まって」から一気に仕上げようとしますが、これでは「細部」の
バランスが取れないで企画の訴求力が低下するのです。  

 

 

https://kaizen-ami.com/#bisa


３．「継続は力なり」 
 弊社では、地域貢献の一環として事務所のあるマンショ
ンの老人会に‘２１年１０月より、土日に事務所を解放して
「お茶会」を開催しています。コロナ禍で地域の会館など
が閉鎖されて老人会の「集会場」がなくなったのです。私
自身は仕事があるので「行く場所」に困らないのですが、
老人会の役員をしていたので喫茶店の午後を借り切って
「麻雀」や「ゲーム」を開催していたのですが、喫茶店が閉
店になり本当の意味で「行く場所」に困ったのです。  
 そこで、春の彼岸の３連休を利用して事務所のレイアウ
トを変更し、真ん中に□で囲った空間を創ったのです。こ
こに両肘を広げると６人掛けになる作業テーブルを買い、
平素はお互いに壁に向かって仕事しているので、朝のミ
ーティングや月末の「千ベロ会」などで顔を合わせるように
したのです。社内的にも有意義な作業台になり大いに活
用していますが、土日は使わないので老人会に提供する
ようにしたのです。  
 間もなく丸４年になりますが、途中で大動脈瘤の手術で２週間入院した時は開催
できませんでしたが、今も毎週土日に開催しています。６人掛けの作業テーブルで
すが、両端も活用すれば８人の会合が出来ます。中小企業家同友会の支部小グル
ープ会を開催した時は１０人の参加になり、社員の席も活用して開催した実績があり
ます。「土日開催」と決めて「凡事」としたので、都度、開催を案内する必要がなくな
り、土日はデイサービスがないので老人会の方々も「行く場所」が出来て喜ばれてい
ます。私も、普段から土日も事務所に出ていたので内容が変わるだけで生活スタイ
ルの変更はなかったのです。  
 
４．「ちょっとの差」は「一歩の差」 
 第１項では故福井社長の「ちょっとの差」は人並み外れた「決断力」と「時流感」を
ご紹介しましたが、非常に「稀」な「ちょっとの差」でした。第２項は「プロ」の世界の
「勝ち越し」を取り上げ、「ラフ」と「期日前返済」をご紹介し、さらに、前項では弊社
の「地域貢献」をご紹介しました。これらを俯瞰して見ると共通するのは「第一歩」を
踏み出すか否かになります。つまり、「前向き」に「やってみよう」という姿勢がポイン
トになります。 
 さらに、「継続」がキーになります。故福井社長は「玩具問屋」→「外車販売」→「日
産販売店」→「トヨタ販売店」と何度も「決断」されて、その度に「蛻変」を繰り返され
たのです。「プロ」の世界では名関脇と言われた長谷川関がいます。関脇を当時最
多記録の２１場所も務め、時津山と並び「戦後最強の関脇」と言われたのです。弊社
は、４年間、毎週土日に老人会に事務所を提供し続けました。それぞれ、「継続」の
意味合いが違いますが、その差は「一歩」踏み出すか否かなのです。  
 トヨタ改善の鍔本先生は「迷ったら、難しい方を選ぶ」と教えて下さいましたが、ま
さに「やらない理由」は幾らでも挙げることができるが、やるという決断には「不安」を
乗り越える勇気が必要なのです。「やれば、何とかなる」とパッと閃いたことを信じて
着手するのです。そして、続けられるように「仕掛け」をつくるのです。弊社の場合、
「毎週土日」とシンプルに決めて、継続性を高めたのです。一般的な老人会では、
役員が集まって企画を立て、それに従って役割を分担するのですが、弊社の場合、
私的な集会にしたので、自分に負担がかからない仕掛けで継続できたのです。  
 「なせば、なる」と言いますが、「不安」をもつと動けなくなります。私は、余程、大き
なリスクでない限り、「ヒラメキ」を信じて「着手」するようにしています。「福の神様に
後ろ髪はない」と言いますが、「決断」が鈍らないうちに行動することがポイントと考え
ています。 
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